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2. ルートビルダーの概要

　経路作成ソフト「ルートビルダー」(以下、ルートビルダー)
は簡単な操作で経路情報を作成するソフトウェアです。緯度
経度で表現された地図のほかにイラストマップも利用できる
ので、建物フロア内の経路情報も作成できます。フロア間や
異なった縮尺の地図間、屋外から屋内への3次元経路情報を
つなぎ合わせることにより、建物内などを含んだ地域全体の
経路情報を作成することができます。また、作成された経路
情報は公開されたフォーマットで共有することができます。

2.1 ルートビルダーの特長

1) 緯度経度表現された地図のほか、イラストマップを利用
して経路情報を登録できます(図1)。図中の通路の中央に記
載された○(ノード)、̶̶ (リンク)、がルートビルダーで作
成された経路です。番号は仮の店舗番号としています。
2) ホームページや既存案内図で作成した地図がそのまま使
えるので、経路情報作成のもとになる地図製作に関しての
費用が削減できます。
3) GUI(Graphical User Interface)ツールとルートビルダー
用に定義したXML(eXtensible Markup Language)により経
路情報を登録できるので、専門会社でなくても経路情報の

1. はじめに

　インターネットの普及や日常生活におけるブロードバンド・
ユビキタスの発展を受け、モバイルにおける位置情報提供の
需要が出てきています。歩行者ITS(Intelligent Transport 
Systems)では、視覚障害者や聴覚障害者のみならず老若男女
に対応した各種経路案内サービスが求められています。
　経路案内サービスにおける現状としては、自動車への経路
情報は、カーナビの普及により整備が進んでいます。また、
地上における歩行者への経路情報も、ezナビウォークなどの歩
行者ナビサービスの普及に伴い、整備が進んできています。
　しかし、これら経路案内サービスにおける経路情報の作成
には、緯度経度で表現された地図が必要ですが、地下・駅構
内・ショッピングモールなどの大型店舗・テーマパークなどは、
緯度経度で表現された地図が未整備のために既存の経路案内
サービスの対象外となっています。また、これらの場所の地
図整備は用途範囲が少ないため、個別案件対応作業になって
いました。さらに、経路情報フォーマットは経路エンジンに依
存するため、経路情報の登録作業も経路エンジン提供会社な
ど、専門会社での作業となることが多く、サービス利用者に
とってはコスト高の要因となっています。

経路作成ソフト「ルートビルダー」は、異なったフロア、異なった縮尺の地図間や、屋外から屋内に至る3次
元の経路など、新たな経路情報を容易に作成し、それらをつなぎ合わせ、建物内などを含む地域全体の経路情
報を作成する機能を持つソフトウェアです。
ホームページ上の地下街や建物内の絵地図上に経路情報を作成することが可能であり、また、この経路情報と
既存の経路情報など異なった経路情報をつなぎ合わせることが可能です。地上地図では、公開フォーマットで
ある「DRM21」を共通データフォーマットとして利用可能です。
 本稿は今回開発した経路作成ソフト「ルートビルダー」について紹介するとともに、このソフトの有効利用
が想定されるサービス例についても述べます。
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登録が可能です。
4) DRM(Digital Road Map)標準フォーマット21(以下、
DRM21と略す)の経路情報をサポートします。これにより、
既存の地上経路情報(自動車道路経路情報)のメンテナンス
が可能になります。
5) イラストマップを利用した経路情報とDRM21形式の経路
情報を接続して(図2)、1つの経路情報とすることができるの
で、地上(既存サービス)－地下店舗内というように切れ目
のない経路案内サービスが実現できます。図中の が接続
地点になります。
6) 経路情報の交換形式として、ルートビルダー専用
XML(IRML、次項説明参照)のほか、DRM21、G-XML 
(Geospatial-eXtensible Markup Language)をサポートしま
す。

2.2 ルートビルダーの機能

(1)経路記述言語IRML

　 (Integration of Route Markup Language)

・経路情報を表現するためのXMLを定義。
・ IRMLでは、経路の追加、修正、削除が記述可能。
・DRM21形式の経路情報に対し、IRMLで経路に追加が可
能。
・ IRMLでは地下街など、緯度経度での位置表現が難しい
場所での経路情報の記述も可能。また、この情報とDRM21
形式の経路情報のつなぎ合わせ定義が可能。
・IRMLはNECの独自規格です。

(2) 経路情報登録支援ツール
・ IRMLを作成するためのGUIツール。
・地図上をクリックする簡単な操作で経路情報の作成、メ
ンテナンスが可能。
・バリアフリー情報などの属性情報を登録可能。
・画像地図(イラストマップ)を利用可能。
(3) 利用者管理機能

・経路作成エリアをメッシュ単位で管理し、利用者の権限
をチェック。
・利用者が作成したXMLファイルをインターネットを介して
収集し、経路データベースへ取り込み。
(4) 簡易経路検索エンジン

・作成された経路情報をもとに経路検索を行う。
・画像地図で表現された経路情報とDRM21で表現された経
路情報をシームレスに接続した経路検索が可能。

3. ルートビルダーの想定サービス例

　第2章では、ルートビルダーの特長・機能を説明しました。
本章では本ソフトウェアを用いて実施できるサービスについ
て説明します。

3.1 地下街などでの道案内サービス

　これまでは、地下・駅構内・ショッピングモール等の大型
店舗など、緯度経度で表現された地図が整備されていない場
所では、経路案内サービスの対象外となっていました。ルー
トビルダーを利用すれば、専門会社でなくてもイラストマップ

図1　イラストマップを利用した経路情報登録

図2　経路情報の接続 (©昭文社 )
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を利用して、経路情報を作成することができます。これにより、
地図製作費用、経路情報登録費用を削減でき、低コストで道
案内サービスを実現することができます。

3.2 地上と地下をつなぐ道案内サービス

　ルートビルダーを利用すれば、地下街での道案内だけでな
く、  地上と地下をつなぐ経路の検索や道案内が可能です。た
とえば、地上の駅の入り口と地下街の入り口をつなぎあわせ
ておくことにより、地上にいるときは、緯度経度で表現され

た地図で道案内を行い、地下街への入り口にさしかかった時、
BluetoothTMを用いた無線情報標識「インフォサイン1)」から
の信号をトリガとして、地図がイラストマップに切り替わって
地下街の道案内になる(図3)、というようなサービスが行えま
す。図3に示すのは、JR田町駅からNEC本社ビルまでの経路を
記した例で、 はスタート地点、 は接続地点です。下の図
はNEC本社ビルの仮想地下店舗内の 接続地点から の
ゴール地点(店舗5)までの案内例です。

 3.3  避難シミュレーションにおける避難経路の登録

　 ルートビルダーを利用すれば、地図上をクリックする簡単
なGUI操作で経路情報を登録できるため、パソコンの操作が
可能であれば誰でも経路情報の登録ができます。災害時の避
難シミュレーションのように、避難経路を検証するために、何
度も経路情報の登録を行う際に利用できます。

3.4 ゴルフ場やテーマパークにおける道案内

　ゴルフ場やテーマパークなど、一般の地図には掲載されて
いない場所では、経路情報が存在していないため、通常の道
案内サービスの対象外となっています。しかし、所有案内地
図上にルートビルダーで経路情報を作成することで、このよ
うな場所での道案内サービスも実現できます。

4. 今後の展開
　
　今回2005年12月のiEXPO2005でルートビルダーを日本で初
めて見ていただきました。実は、2005年11月にサンフランシス
コで開催されたITS世界大会においてもルートビルダーのお披
露目を行い、国内外の関係者からも強い興味を示していただ
いています。
　一方、国土交通省様の『社会参画や就労などにあたって必
要となる「移動経路」「交通手段」「目的地」などの情報につ
いて、「いつでも、どこでも、だれでも」がアクセスできる環
境をつくっていくための検討を行うことを目的』とした自律移
動支援プロジェクト推進委員会2)の実証実験の事業が活発に
なっています。NECは、地図上に簡単に経路ソフトを作成でき
る本ソフトを使い神戸の実証実験に積極的に参加し、事業発
展に貢献しています。
　今後は、経路情報の外部インタフェース機能の追加や、登図3　地上と地下をつなぐ道案内サービス
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録可能な経路属性情報を増やしていくほか、登録した経路情
報を利用したサービスアプリケーションも揃えていきたいと考
えています。

5. おわりに

　以上、歩行者ITSのシステムを構築するに当たり、システム
開発費用に大きな比重を占める地図の作成費を軽減し、簡易
地図を利用して簡単に経路ソフトを作成できる、経路作成ソ
フト「ルートビルダー」の紹介を行いました。
　本ソフトウェアを用い、自治体、公共輸送機関、地下街、
大規模商業施設などにおいて、歩行者の自律的移動を補助す
る必要情報を組み込んだ経路情報を制作すれば、各地域・各
場所の経路情報を組み合わせた、さらに大きな経路情報提供
の仕組みが構築できます。
　視覚障害者や聴覚障害者のみならず海外から訪れた日本語
を話せない人にも、目的地の検索や移動などの必要最小限の
情報を供給することが可能になります。今後は、経路案内サー
ビスのほか、ブロードバンド・ユビキタス時代に合わせた位
置情報を有効に利用する様々な便利なシステムが必要とされ
ることが考えられますが、歩行者ITSのシステムトータル費用
の軽減のために開発したルートビルダーを用い、今後も適用
事例となる各種ビジネスモデルの開拓をめざしていきます。
　最後に、本ソフトウェアの開発に際しご協力いただいた関
係各位に厚く御礼を申し上げます。
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